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応募条件を満たしたレシートを応募券として
抽選で50名にふれあい商品券1,000円分プレゼント

一
“当JAのグリーンセンター及び

金融店舗で購入したレシートであること

〇購入金額が1,000円以上であること

〇購入日が令和5年8月1日（火）～
令和5年8月31日（木）であること

※金融店舗で販売しているお米なども
対象に含まれます

一

一

応募口数は購入金額1,000円につき1口です。
応募口数に上限はございませんので、何度でもご応募
できます！
応募□数により当選確率アップのチャンス｝たくさん
のご応募お待ちしておリます。

゜

令和5年8月1日（火）～9月8日（金）

3,000円… 3 口

5,000円… 5 口

10,000円… 10 口

“グリーンセンタ ー

グリ ーンセンタ ーに設置してある応募用紙に、必
要事項を記入の上レシ ートを貼リ付け、専用応
墓箱に投入してください。

D LINE公式アカウント

当JA LINE公式アカウントのリッチメニュ ーにあ
る専用フォ ー ムより、必要事項を入力の上レ
シート写真を添付してこ応募ください。

〇ホ ームページ

当JAホームページの申込フォ ームより、必要事項を
入力の上レシート写真を添付してご応募ください。
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＼当選確率アップのチャンス／
LINE公式アカウントからご応募して下さった方は
当選確率が2借に！！
さらに、キャンペーン終了後の令和5年9月1日時点
で、LINE公式アカウントの友だち登録者数が4,500
人を超えた場合、当選者数をso名から100名に
増やしてふれあい商品券1,000円をプレゼント

当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
個人情報は「あいち尾東農業協同組合個人情報保護方針」に従い、漏洩、改ざん、流用などの
防止に安全管理を講じております。
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-------------------------------------------------------------------------

JAあいち尾東の様々なニュ ー スをお届けします！
-------------------------------------------------------------------------

• 保健福祉表彰式にて『けやきの会』

前会長の酒井勝美さんが表彰

」A愛知厚生連の保健福祉表彰式にて、JAあいち尾東の豊明助け合い組織
『けやきの会』前会長の酒井勝美さんが表彰されました。

酒井さんは『けやきの会』設立とともに活動に参加し、これまでミニデイサー

ビスなどの高齢者福祉活動や、 『青い鳥けやきの森』で健康ランチを提供する
など、地域に密着した取り組みを行ってきました。

当日はJAあいちビルにて、JA愛知厚生連の長谷川浩敏経営管理委員会会長
から表彰状と記念品が贈呈されました。

酒井さんは「けやきの会が設立された当初から活動に参画してきた。長く続
けていることもあり、地域の方々に広く知られていることを嬉しく感じる。地域
の皆さんが楽しんでいる姿をみると、ここが居場所となっていることを実感で
きた」と話しました。
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いなほちゃんカレッジにて米粉パン作り

女性部でも人気のある米粉パン作りを実施しました。グループに
分かれて参加者が協力しながら、あいち尾東の米粉を使用した『生
キャラメルココアパン』と『かまくらピザ』を作リました。当日は、昨年
いなほちゃんカレッジに参加していた卒業生3名もサポートとして
参加しました。参加者は初めて米粉パンを作る方も多く、焼き立ての
米粉パンを食べると「もっちリした食感でとても美味しくて大満足。
発酵時間も多くないので家でも試してみたい」と話していました。

また、女性部について、それぞれの支部で行う主な活動内容等を
学び、今後の女性部活動の活性化について話し合いました。

協力広報員 佐藤美桜子・山内淳子

長久手支店

＿ 田植え体験＆生き物調査
長久手支店は、市内の産直農家である神谷時男さんの

田んぼで田植え体験と生き物調査を行いました。
これは支店活動の一環で、農に触れる機会が減っている子
供たちに、地域農家との交流を通じて自然と触れ合いなが
ら農業の多様性を知ってもらおうと企画したものです。

当日は14組48人の親子が参加しました。子どもたちは
田んぼに入ることに躊躇することなく、虫かごや網を持ち、

田んぼの中に生きる多様な生物を一生懸命探しました。その後、神谷さんの他、地域の組合員の指導のもと、田んぼに
一直線に並んでみんなで声を合わせながら『こはるもち』の田植えを行いました。

参加した子どもは「足がぬけなくなり、大変だったけれど初めての田植え体験はとても楽しかった」と話しました。
同支店は10月28日に同じ田んぼで稲刈リイベントを実施する予定です。 協力広報員 新納英一
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